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国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

と
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

は
２８
日
に

「第
２３
回
国
土
技

術
開
発
賞
」
の
表
彰
式
を
ウ

ェ
ブ
方
式
で
開
い
た
。
最
優

秀
賞
は
大
成
建
設
と
そ
の
技

術
開
発
者
が
受
賞
。
地
域
の

企
業
で
は
タ

ッ
ク

（
岡
山

県
）
、空

曇
鍛
収
傘

為

県
）
、

森
川
組

（函
館
）
が
そ
れ
ぞ

れ
創
意
開
発
技
術
賞
に
選
ば

れ
た
。

国
土
技
術
開
発
賞
は
、
技

術
開
発
者
に
対
す
る
研
究

開
発
意
欲
の
高
揚
と
建
設
技

術
水
準
の
向
上
を
目
的
に
、

住
宅

・
社
会
資
本
整
備
、
国

土
管
理
な
ど
建
設
分
野

の

新
技
術
を
国
土
交
通
大
臣
が

表
彰
す
る
も
の
。
最
優
秀
賞

と
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
技

術
は
、
も
の
づ
く
り
日
本
大

賞

（内
閣
総
理
大
臣
表
彰
）

の
候
補
と
し
て
推
薦
さ
れ

る
。表

彰
式
に
出
席
し
た
赤
羽

〓
畳
型
梁
和
は
、

「
い
ず
れ

も
国
が
直
面
す
る
課
題
解
決

に
寄
与
す
る
素
晴
ら
し
い
技

術
」
と
し
、
法
人
と
技
術
開

発
者
の
日
頃
の
努
力
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、　
一
層

の
活
躍
を
期
待
し
た
。

今
回
は
応
募
の
あ

っ
た
４０

件
の
中
か
ら
、
最
優
藝
員
Ｉ

作
、
優
秀
賞
２
作
、
入
賞
５

作
、
創
意
開
発
技
術
開
発
賞

３
件
の
計
Ｈ
件
を
選
ん
だ
。

屠

姦

具

優
謬

一、
創

意
開
発
技
術
賞
は
次
の
通

り
。

（①
応
募
会
社
②
技
術

書

、
語

）

【
最
優

恋
昌

▽
免
制
振
構
造
を
利
用
し

た
壁
柱
架
構
シ
ス
テ
ム
①
大

成
建
設

全
墨
δ

②
篠
崎
洋

三
、
ハ
室

努

【
優
秀
賞
】

▽
吸
水
性
泥
土
改
質
材
と

改
質
上
の
活
用
技
術
①
五
洋

建
設

（墓
δ
、ジ
ャ
イ
ワ
ッ

ト

（
千
葉
）
②
山
内
裕
元
、

和
栗
成
樹
▽
化
学
的
手
法
を

用
い
た
基
礎
ぐ
い
工
事
の
施

工
品
質
検
査
技
術
①
清
水
建

設

（墓
５

②
仏
理
写
］、

浅
香
美
治
【型
思
開
肇
驀
貴
】

▽
土
質
変
化
に
対
応
す
る

泥
水
二
次
処
理
剤
自
動
添
加

シ
ス
テ
ム
①
タ
ッ
ク
衛

山
）

②
吉
田
智
哉
、
川
端
裕
也
▽

当
雪
パ
イ
プ
高
圧
洗
澤
の
効

鬱序
疼
稀
⑮
堂
畳
遅
設
（新

潟
）
２
島
報
信、
藤
巻
光
生

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
据
付
作
業
の
効
率

化
①
森
川
組

（函
館
）
②
堀

田
住
孝
、
佐
々
木
健
吾

森
川
組
が
創
意
開
発
技
術
賞

国
父大
臣
表
彰
国
土
技
術
開
発
賞

表
彰
式
に
臨
む
森
肘
社
長

（右
）
と
堀
田
室
長

２
０
２
１
年
度
の
国
土
技

術
開
発
賞
に
森
川
組
が
道
内

か
ら
唯

一
、
選
ば
れ
た
。
２８

日
に
リ
モ
ー
ト
で
開
催
し
た

表
彰
式
に
森
川
基
嗣
社
長
ら

が
函
館
市
内
の
本
社
か
ら
出

席
し
、
赤
羽

〓
黒
国
土
交
通

相
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。

国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

と
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

が
主
催
の
建
設
産
業
に
関
わ

る
優
れ
た
新
技
術
を
た
た
え

る
表
彰
。
森
川
組
は
１９
年
度

に
函
館
開
建
か
ら
受
注
し
た

須
築
漁
港
ほ
か
西
防
波
堤
改

良
で
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
据
え

付
け
に
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

評
価
さ
れ
、
創
意
開
発
技
術

賞

（国
交
大
臣
表
彰
）
を
授

与
さ
れ
た
。

同
社
で
は
１６
年
度
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
室
を
設
置
し
、
働
き

方
改
革
や
生
産
性
向
上
に
つ

な
が
る
新
技
術
の
開
発
を
進

め
て
き
た
。
堀
田
佳
孝
室
長

と
、
現
場
代
理
人
を
務
め
た

佐
々
木
健
吾
土
木
部
工
事
次

長
の
創
意
工
夫
が
実
を
結
ん

だ
。受

賞
を
受
け
て
森
川
社
長

は

「技
術
が
認
め
ら
れ
大
変

名
誉
に
感
じ
て
い
る
」
と
感

謝
。
そ
の
上
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

に
つ
い
て

「残
業
抑
制
や
生

産
性
、
安
全
性
向
上
だ
け
で

な
く
、
工
業
系
以
外
の
学
科

出
身
者
の
採
用
な
ど
、
幅
広

い
人
材
の
確
保
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
話
し
、
建
設

業
界
に
広
く
普
及
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
。
　

　

命
鵞
じ

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
に
ｒ
Ｃ
Ｔ
活
用

輪
上


